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論
　
　
文

宝
暦
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」
と
江
山
本
「
銀
三
郎
」

稲
　
　
田
　
　
秀
　
　
雄

は
じ
め
に

和
泉
流
の
現
行
曲
に
「
樽
聟
」
と
い
う
狂
言
が
あ
る
。
聟
が
舅
の
許
へ
初
め
て
挨
拶
に
行

く
と
い
う
設
定
の
、
い
わ
ゆ
る
聟
入
り
物
の
一
つ
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
あ
ま
り
上
演
さ
れ

な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
聟
入
り
物
全
般
を
扱
っ
た
論
考
の
中
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ

た（
１
）も

の
の
、単
独
で
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
粗
筋
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（
現

行
和
泉
流
三
宅
派
に
よ
る
）。

祝
儀
の
樽
を
持
っ
て
聟
入
り
す
る
聟
は
、
知
人
の
何
某
の
所
へ
樽
を
持
っ
て
も
ら
う
人
を

借
り
に
行
く
。
折
節
人
が
い
な
い
の
で
、
何
某
は
自
ら
樽
を
持
っ
て
聟
の
供
を
す
る
。
聟
は

恐
縮
す
る
が
、
何
某
は
自
分
を
「
太
郎
冠
者
」
と
呼
べ
と
言
い
、
そ
の
練
習
を
す
る
う
ち
、

舅
の
家
に
着
く
。
と
こ
ろ
が
、
舅
方
の
太
郎
冠
者
は
、
何
某
を
聟
と
間
違
え
、
無
理
に
座
敷

へ
通
し
て
聟
を
追
い
や
る
。
盃
事
の
間
、
聟
は
何
某
に
酒
を
そ
っ
と
飲
ま
せ
て
も
ら
っ
た
り

す
る
。
何
某
は
舅
か
ら
引
出
物
と
し
て
太
刀
を
も
ら
う
が
、
聟
は
そ
れ
を
奪
っ
て
逃
げ
、
何

某
が
追
い
入
る
。

聟
の
従
者
と
な
っ
た
何
某
が
聟
と
間
違
え
ら
れ
る
と
い
う
奇
抜
な
趣
向
で
あ
る
。「
舅
と

聟
は
聟
入
り
の
儀
式
で
会
う
ま
で
、
お
互
い
の
顔
を
知
ら
な
い
」
と
す
る
設
定
は
、
聟
入
り

物
で
必
ず
行
わ
れ
る
舅
と
聟
の
挨
拶
―
「
聟
無
案
内
で
ご
ざ
る
、
舅
初
対
面
で
ご
ざ
る
」（
山

本
東
本
「
二
人
袴
」）に
も
認
め
ら
れ
、
和
泉
流
「
舟
渡
聟
」
な
ど
も
、
そ
の
こ
と
が
構
想
の

前
提
に
な
っ
て
い
る（
聟
は
矢
橋
の
船
頭
で
あ
る
舅
の
顔
を
知
ら
ず
、
そ
の
舟
に
乗
る
。
舅

も
聟
と
は
知
ら
ず
、
聟
の
持
参
の
酒
を
せ
び
り
飲
む
）。
こ
の
よ
う
な
設
定
が
普
通
に
見
ら

れ
る
の
は
、
現
実
に
あ
り
得
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
ら
し
い（

２
）。

現
在
和
泉
流
で
は
、
こ
の
曲
を
「
樽
聟
」
と
称
し
て
い
る
が
、
江
戸
期
ま
で
遡
っ
て
諸
流

台
本
を
見
渡
す
と
、本
曲
は「
樽
聟
」の
他
に
、「
無
縁（
の
）聟
」「
吟（
銀
）三
郎
」「
吟
三
郎
聟
」

と
い
う
異
称
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
曲
名
ご
と
に
、
主
要
な
台
本
を

掲
げ
て
お
く
。

〇
「
樽
聟
」

〔
大
蔵
流
〕
弥
右
衛
門
派
―
虎
明
本

〔
和
泉
流
〕
山
脇
和
泉
派
―
明
和
中
根
本
、
古
典
文
庫
本　

三
宅
派
―
狂
言
集
成
本

〔
そ
の
他
〕
狂
言
記
外
五
十
番
、
天
理
堀
村
本
（
『
狂
言
大
外
』
）

〇
「
無
縁（
の
）聟
」

〔
和
泉
流
〕
天
理
本
、
和
泉
家
古
本

〔
鷺 

流
〕
仁
右
衛
門
派
―
延
宝
忠
政
本
、
寛
政
有
江
本　

伝
右
衛
門
派
―
宝
暦
名
女
川

本
（
「
遠
雑
類
」
）

〇
「
吟（
銀
）三
郎
」

〔
鷺
流
〕
伝
右
衛
門
派
―
享
保
保
教
本
、
江
山
本
（
宝
暦
名
女
川
本
「
遠
雑
類
」
所
収
）

〇
「
吟
三
郎
聟（

３
）」

〔
大
蔵
流
〕
八
右
衛
門
派
―
伊
藤
源
之
丞
本

こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿
で
は
網
掛
け
を
施
し
た
宝
暦
名
女
川
本（「
遠
雑
類
」）と
江
山
本
に
注

目
し
た
い
。
宝
暦
名
女
川
本
は
、
宝
暦
十
一
年（
一
七
六
一
）頃
に
成
立
し
た
鷺
伝
右
衛
門

派
の
台
本
で
あ
り
、
従
来
檜
書
店
蔵
の
七
冊（
以
下
檜
本
）が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

長
く
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
笹
野
堅
氏
旧
蔵
の
七
冊
分（
本
狂
言
三
冊
、
間
狂
言
四
冊
）が

発
見
さ
れ
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
能
研
本
と
称
し
て
お
く（

４
）。

そ
の
う
ち
、
鷺
流
に
と
っ
て
の
稀
曲
を
集
め
た
「
遠
雑
類（

５
）」

の
一
冊
に
は
、「
無
縁
聟
」
に

続
い
て
「
銀
三
郎
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
銀
三
郎
」
に
は
、
曲
名
の
下
に
「
無
縁
聟
ト

同
事
也　

銀
三
郎
狂
言
ハ
長
門
ノ
江
山
氏
ヨ
リ
来
ル
」と
い
う
注
記
が
あ
り
、長
門（
長
州
藩
）

の
江
山
家
の
台
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
を
江
山
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
江
山
家
は
、
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）に
毛
利
吉
元
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
江
山
源
兵
衛

を
祖
と
す
る
長
州
藩
狂
言
方
の
家
で
あ
り
、
鷺
伝
右
衛
門
派
で
あ
っ
た（

６
）（

な
お
、
既
知
の
宝
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暦
名
女
川
本（
檜
本
）に
も
、
江
山
家
の
「
差
手（
出
）祖
父
」
が
収
め
ら
れ
る（
７
））。

　

本
稿
で
は
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
宝
暦
名
女
川
本（
能
研
本
）所
収
の
「
無
縁
聟
」
と
江
山

本
「
銀
三
郎
」
の
内
容
を
既
知
の
諸
流
台
本
と
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
的
な
特
質
を
見

極
め
、
さ
ら
に
台
本
作
成
の
背
景
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
宝
暦
名
女
川
本（
能
研
本
）「
無
縁
聟
」
の
系
統
的
特
質

　

本
曲
の
最
古
の
上
演
記
録
は
慶
長
十
一
年（
一
六
〇
六
）の
も
の
で
、
本
曲
は
そ
れ
以
前
に

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
初
期
の
記
録
に
お
い
て
は
、
本
曲
は
、
次
の
よ
う

な
役
者
た
ち
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
て
い
る（
役
者
名
に
は
流
儀
が
わ
か
る
よ
う
に
姓
を
補
っ

た
。
ま
た
姓
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
場
合
は
、〔
〕
内
に
流
儀
の
名
を
補
っ
た
）。

〇
「
樽
聟
」　

慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
八
月
二
十
三
日　
（
長
命
）
徳
右
衛
門
〔
大
蔵
〕、

（
鷺
）
仁
右
衛
門
（
宗
玄
）、（
大
蔵
）
弥
右
衛
門
（
虎
清
）、（
春
藤
）
仁
介
〔
大
蔵
か
〕

 

（『
古
之
御
能
組
』）

〇
「
無
縁
聟
」　

元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
八
月
六
日　
（
大
蔵
）
弥
右
衛
門
（
虎
清
）（
大

蔵
）
弥
太
郎
（
虎
明
）、（
鷺
）
仁
右
衛
門
（
宗
玄
）、（
長
命
）
甚
兵
衛
〔
大
蔵
〕

 

（『
古
之
御
能
組
』）

〇
「
無
縁
聟
」　

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
二
月
十
四
日　
（
長
命
）
弥
二
兵
衛
〔
大
蔵
〕、

（
長
命
）
四
郎
兵
衛
〔
大
蔵
〕、
庄
兵
衛
〔
大
蔵
〕、（
長
命
）
太
兵
衛
〔
大
蔵
か
〕

 

（『
古
之
御
能
組
』）

お
お
む
ね
大
蔵
流
の
役
者
に
よ
る
上
演
で
あ
る
が
、
慶
長
十
一
年
と
元
和
四
年
の
番
組
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
大
蔵
虎
清
・
虎
明
と
鷺
仁
右
衛
門
宗
玄
の
共
演
が
見
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
。
江

戸
初
期
の
時
点
で
は
、
大
蔵
流
・
鷺
流（
仁
右
衛
門
派
）と
も
に
上
演
可
能
な
曲
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

ま
ず
宝
暦
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」（「
銀
三
郎
ト
モ
云
」
と
注
記
す
る
）か
ら
、
そ
の
内
容

を
検
討
し
て
み
た
い
。
劇
の
進
行
に
即
し
て
、【
聟
の
名
ノ
リ
】【
何
某
へ
の
頼
み
】【
舅
方

へ
の
道
行
】【
誰
が
間
違
え
る
か
】【
盃
事
】【
引
出
物
】【
結
末
】
の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
着

目
し
つ
つ
、
諸
流
台
本
と
比
較
し
な
が
ら
順
次
考
察
す
る
。
ま
ず
は
【
聟
の
名
ノ
リ
】
か
ら

見
る
。
宝
暦
名
女
川
本
の
聟
の
名
ノ
リ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

是
ハ
あ
さ
夕
舅
に
い
と
し
か
ら
る
ゝ
花
聟
で
御
座
る　

け
ふ
ハ
最
上
吉
日
な
れ
ば
聟
入

を
い
た
そ
う
と
存
て
罷
出
た　

聟
入
に
ハ
習
気
様
躰
が
数
多
有
と
申　

某
ハ
何
も
存
ぜ

ぬ　

爰
に
誰
殿
と
申
て
某
に
お
目
被
下
る
ゝ
御
方
が
御
座
ル　

是
が
万
能
に
た
つ
し
た

人
で
御
座
る
程
に
あ
れ
へ
参
て
習
ふ
て
参
ら
ふ
と
存
て
罷
出
た

こ
れ
は
聟
入
り
物
の
類
型
に
従
っ
た
名
ノ
リ
で
あ
る
。
日
頃
目
を
掛
け
て
く
れ
る
知
人（
何

某
）に
聟
入
り
の
作
法（
し
つ
け
様
躰
）を
習
い
に
行
く
の
で
あ
り
、「
鶏
聟
」「
音
曲
聟
」
等

の
聟
入
り
物
の
基
本
曲
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
鷺
伝
右
衛
門
派
の
台
本
で
、

宝
暦
名
女
川
本
に
先
行
す
る
享
保
保
教
本
で
は
、

罷
出
タ
ル
ハ
舅
ノ
最イ

ト
シ愛
カ
ル
花
聟
テ
御
座
ル
（
中
略
）
爰
ニ
常
々
御
目
カ
ケ
ラ
ル
方
カ

御
座
ル
カ
某
ガ
事
ヲ
常
ニ
世
話
ニ
ナ
サ
ル
ヽ
程
ニ
参
ツ
テ
此
段
ヲ
申
御
人
ヲ
モ
借
テ
参

ラ
ウ
ト
存
ル

と
あ
り
、
樽
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
何
某
の
と
こ
ろ
へ
人
を
借
り
に（
雇
い
に
）行
く
こ
と

を
言
う
。
先
の
和
泉
流
現
行
の
粗
筋
に
も
あ
る
よ
う
に
、
聟
が
樽
を
持
た
せ
る
た
め
、
人
を

雇
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
本
曲
の
特
色
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
言
う
の
は
当
然
で
あ
っ

た
。
大
蔵
流
で
も
同
様
に
、

〇
（
「
御
目
を
か
け
ら
る
ゝ
お
か
た
」
が
あ
る
が
）
あ
れ
へ
参
り
、
（
樽
を
持
た
せ
る
）

人
を
や
と
ふ
て
参
ら
ふ 

（
虎
明
本
）

〇
（
「
目
を
被
レ
下
御
方
」
が
あ
る
が
）
是
ゑ
参
、
此
由
を
申
て
人
を
や
と
う
て
参
ろ
う

と
存
る 

（
伊
藤
源
之
丞
本
）

な
ど
と
あ
る
。
和
泉
流
で
も
天
理
本
、
和
泉
家
古
本
、
明
和
中
根
本
、
古
典
文
庫
本
、
狂
言

集
成
本
等
、
い
ず
れ
も
知
人（
何
某
）の
と
こ
ろ
へ
人
を
雇
い
に
行
く
こ
と
を
述
べ
る
。
狂
言

記
外
五
十
番
や
天
理
堀
村
本
も
同
じ
で
あ
る
。

　

一
方
、鷺
仁
右
衛
門
派
は
、何
某
の
と
こ
ろ
へ
聟
入
り
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
行
く
。

別
て
お
目
掛
ら
る
お
方
の
こ
さ
る
ほ
と
に
是
へ
参
そ
れ
よ
り
す
く
に
聟
入
致
さ
う

 

（
延
宝
忠
政
本
）

寛
政
有
江
本
も
、
延
宝
忠
政
本
と
同
じ
く
「
別
て
お
目
を
被
下
お
方
」
に
聟
入
り
を
知
ら
せ

に
行
く
こ
と
を
言
う
。
宝
暦
名
女
川
本
は
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
聟
の
【
何
某
へ
の
頼
み
】
に
つ
い
て
見
よ
う
。
宝
暦
名
女
川
本
で
は
、
聟
は
何
某

に
付
い
て
来
て
ほ
し
い
と
頼
む
。

御
無
心
な
が
ら
此
度
の
事
で
御
座
り
ま
す
る
程
に
こ
な
た
に
も
私
と
御
出
被
成
て
被
下

ま
せ
う
な
ら
バ
忝
の
ふ
御
ざ
り
ま
せ
う

こ
の
聟
の
頼
み
を
聞
い
て
、
何
某
は
、「
け
ふ
ハ
隙
が
い
れ
ど
も
わ
ご
り
よ
が
其
よ
う
に
云

程
に
お
も
て
ま
で
ゆ
こ
う
ま
で
ひ
」
と
、
聟
に
付
い
て
ゆ
く
。
そ
の
際
に
樽
を
持
っ
て
も
ら
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う
こ
と
は
な
い
。
こ
の
展
開
は
、同
じ
く
聟
入
り
物
の
狂
言「
二
人
袴
」と
同
じ
で
あ
る
。「
二

人
袴
」
で
は
、
聟
の
父
親
が
舅
の
家
の
表
ま
で
と
い
う
約
束
で
、
聟
に
付
い
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
宝
暦
名
女
川
本
の
こ
の
場
面
は
、明
ら
か
に
「
二
人
袴
」
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

何
某
は
た
だ
付
き
添
う
だ
け
で
、
樽
は
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
道
具
と
し
て
の
樽

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
聟（
シ
テ
）の
装
束
付
に
「
つ
と
樽
棒
ニ
付
テ
持
出
ル
」
と
あ

る
よ
う
に
、
樽
は
あ
く
ま
で
聟
自
身
が
持
っ
て（
担
い
で
）い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
享
保
保
教
本
で
は
、
聟
が
「
舅
ノ
所
ヘ
初
テ
参
ル
ニ
自
身
樽
ヲ
カ
タ
ケ
テ
参
ル
モ

ア
マ
リ
見
苦
敷
御
座
ル
程
ニ
御
人
ヲ
借
テ
下
サ
レ
マ
セ
イ
」
と
頼
む
が
、
方
々
へ
遣
っ
て
一

人
も
い
な
い
と
言
う
の
で
、
聟
は
困
る
。
そ
こ
で
、
何
某
は
、

先
デ
ハ
見
知
ル
人
モ
有
ル
マ
イ
ニ
依
ツ
テ
別
ニ
某
ハ
隙
ノ
入
ル
事
ハ
ナ
シ　

慰
ナ
ガ
ラ

身
共
ガ
持
ツ
テ
同
道
申
ソ
ウ

と
、
自
分
が
樽
を
持
っ
て
付
い
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

大
蔵
流
・
和
泉
流
で
は
「
人
を
貸
し
て
ほ
し
い（
雇
い
た
い
）」
と
言
う
が
、
誰
も
い
な
い

の
で
、
何
某
自
身
が
樽
を
持
っ
て
行
こ
う
と
言
う
。
特
に
大
蔵
流
の
虎
明
本
は
、
聟
が
樽
を

持
つ
人
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
頼
む
と
、
使
い
に
行
っ
て
人
が
な
い
と
言
う
の
で
、
聟
は
腹
を

立
て
る
。
そ
れ
で
何
某
自
身
が
行
こ
う
と
言
う
。
伊
藤
源
之
丞
本
で
は
、
聟
は
腹
を
立
て
ず
、

困
る
の
で
、
何
某
自
身
が
行
こ
う
と
言
う
。
和
泉
流
の
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
・
明
和
中
根

本
・
古
典
文
庫
本
は
、
や
は
り
聟
が
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
頼
み
、
何
某
自
身
が
行
く
こ
と

に
す
る
。
狂
言
集
成
本
は
、
方
々
へ
使
い
に
遣
っ
て
一
人
も
い
な
い
と
知
る
と
、
聟
は
そ
れ

な
ら
樽
を
自
身
持
っ
て
行
く
と
言
う
の
で
、
何
某
が
行
こ
う
と
言
い
出
す
。
こ
う
し
た
段
取

り
は
、
狂
言
記
外
五
十
番
、
天
理
堀
村
本
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
延
宝
忠
政
本
・
寛
政
有
江
本
で
は
い
ず
れ
も
、
何

某
は
聟
が
自
身
樽
を
持
つ
の
を
見
て
、
自
分
が
持
っ
て
行
こ
う
と
申
し
出
る
の
で
あ
り
、
聟

が
頼
む
く
だ
り
は
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
曲
の
特
色
で
あ
る
は
ず
の
「
聟
が
樽
を
持
つ
者
を
雇
い
に
何
某
方
へ
行

く
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
、
さ
ら
に
は
「
人
が
い
な
い
の
で
、
聟
が
持
参
す
る
樽
を
何
某
が

持
っ
て
や
る
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
宝
暦
名
女
川
本
で
は
基
本
的
に
欠
け
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
こ
か
ら
【
舅
方
へ
の
道
行
】
に
な
る
。
こ
の
場
面
で
宝
暦
名
女
川
本
は
、

シ
テ
「
人
と
申
者
ハ
お
ご
り
の
つ
く
物
で
御
座
ル　

か
様
に
被
成
て
被
下
る
れ
ば
我
が

物
と
て
よ
う
で
み
と
ふ
御
ざ
る　
ヲ
シ
ヘ
テ
「
そ
う
云
ハ
み
共
を
内
の
者
に
し
て
よ
う
で

み
た
ひ
と
云
事
か　
シ
テ
「
い
や
夫
ハ
も
つ
た
ひ
な
ひ　

左
様
の
事
ハ
存
ま
せ
ぬ
（
中

略
）
シ
テ
「
物
と
い
た
し
ま
せ
う　

私
親
が
使
ま
し
た
者
の
名
が
御
座
り
ま
す
る　

是

に
致
ま
せ
ふ　
ヲ
シ
ヘ
テ
「
何
と　
シ
テ
「
銀
三
郎
と
申
ま
し
た　
ヲ
シ
ヘ
テ
「
一
段
と
よ
か

ら
う　

そ
れ
に
し
て
よ
べ　
シ
テ
「
お
ゆ
る
し
被
成
ま
せ
ひ　

〔
し
と
う
方
角
の
こ
と

く
に
し
て
は
し
が
ゝ
り
へ
行
〕

と
い
う
や
り
と
り
の
後
、
聟
は
何
某
に
銀
三
郎
と
い
う
名
を
付
け
て
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ

の
何
某
を
下
人
と
し
て
呼
ぶ
く
だ
り
は
、
享
保
保
教
本
や
他
流
・
他
派
に
も
あ
る（
た
だ
し
、

狂
言
記
外
五
十
番
・
天
理
堀
村
本
を
除
く
。
狂
言
記
外
五
十
番
は
、名
を
呼
ぶ
く
だ
り
が
な
く
、

天
理
堀
村
本
も
そ
の
こ
と
を
明
記
し
な
い
）。
お
お
む
ね
「
銀（
吟
）三
郎
」
と
い
う
名
を
付

け
て
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
和
泉
流
の
天
理
本
・
明
和
中
根
本
・
狂
言
集
成
本
は
、「
太
郎
冠
者
」

と
す
る（
現
行
も
同
じ
）。
本
来
下
人
で
な
い
者
を
恐
縮
し
つ
つ
呼
ぶ
趣
向
は
、
傍
線
部
の
よ

う
に
、
主
従
狂
言
の
「
止
動
方
角
」
に
近
似
す
る（

８
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
銀（
吟
）三
郎
」
と
い
う
名
に
つ
い
て
は
、
享
保
保
教
本
に
独
自
の
注

記
が
あ
る
。

此
狂
言
従ジ

ウ
ザ者

聟
ヲ
題タ
イ

ニ
シ
テ
作
リ
タ
ル
故
其
心
ヲ
ウ
ケ
昔
ハ
重
三
郎
ト
云
ヘ
共
重
三
郎

世
ニ
多
ク
有
之
名
見
物
ニ
差
合
故
吟
三
郎
ト
云
替
ル
也　

狂
言
ノ
名
常
ハ
無
縁
聟
ト
云

フ　

祝
儀
之
節
有
之
時
ハ
番
付
ニ
吟
三
郎
ト
記　

無
縁
ノ
聟
ト
云
ハ
言
葉
ニ
モ
云
ヌ
ナ

リ

「
従
者
聟
」
と
は
、
従
者
を
聟
と
す
る（
間
違
え
る
）と
い
う
本
曲
の
基
本
構
想
を
指
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
も
と
は
、「
従じ

ゅ
う
ざ者

」
に
掛
け
て
「
重じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
」
と
い
う
名
で
呼
ん
だ
が
、
世
に

多
く
あ
る
名
で
差
し
合
い
が
あ
る
た
め
、「
吟
三
郎
」
に
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
常
は
「
無

縁
聟
」を
曲
名
と
す
る
が
、祝
儀
の
節
は
、（「
無
縁
」と
い
う
言
葉
を
忌
む
の
で
）番
付（
番
組
）

に
は
「
吟
三
郎
」
と
書
き
、「
無
縁
の
聟
」
と
い
う
せ
り
ふ（
結
末
に
あ
る
）も
言
わ
な
い
と

す
る
。
聟
入
り
物
の
曲
が
「
祝
儀
」
の
場
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
注
記
で
あ
る

が
、
本
曲
は
、
聟
と
何
某
が
間
違
わ
れ
る
こ
と
や
無
縁
と
い
う
語（

９
）が

重
要
で
あ
る
点
に
お
い

て
、
聟
入
り
物
に
期
待
さ
れ
る
祝
儀
性
・
祝
言
性
が
も
と
も
と
希
薄
な
作
品
で
あ
っ
た
。
た

だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
宝
暦
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」
に
は
こ
の
語
が
全
く
見
え
な
い
。

さ
て
宝
暦
名
女
川
本
で
は
、
舅
方
の
太
郎
冠
者
が
何
某
を
聟
と
間
違
え
て
し
ま
う
。
太
郎

冠
者
が
「
聟
殿
ハ
お
も
て
に
御
座
り
ま
す
」
と
言
い
、
聟
が
そ
う
で
は
な
い
と
言
う
が
、
太

郎
冠
者
は
「
い
や
身
ど
も
が
見
し
つ
て
お
り
ま
す
る
」
と
言
う
。
こ
こ
の
せ
り
ふ
は
、
や
は

り
「
二
人
袴
」
で
、
太
郎
冠
者
が
聟
の
父
親
を
見
つ
け
る
時
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
後
、
太
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郎
冠
者
が
無
理
に
何
某
を
座
敷
に
引
き
出
す
が
、
こ
こ
も
、
父
親
を
無
理
や
り
座
敷
に
出
さ

せ
る
「
二
人
袴
」
の
進
行
に
近
い
。

こ
の
【
誰
が
間
違
え
る
か
】
に
つ
い
て
諸
本
を
見
て
み
る
と
、
享
保
保
教
本
や
大
蔵
流
・

和
泉
流
も
、
応
対
に
出
た
太
郎
冠
者
が
間
違
え
る
。
狂
言
記
外
五
十
番
や
天
理
堀
村
本
も
同

じ
で
あ
る
。

一
方
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
延
宝
忠
政
本
は
舅
が
間
違
え
る
。
同
派
の
寛
政
有
江
本
は
、
太

郎
冠
者
が
「
い
や
お
婿
様
ハ
表
に
御
座
り
ま
す
る
」
と
言
う
と
、
舅
は
「
婿
殿
ハ
人
を
た
ま

す
人
し
や
と
聞
た
か
そ
れ
て
か
な
そ
う
せ
ら
る
ゝ
物
て
あ
ら
ふ
」
と
、
太
郎
冠
者
の
間
違
い

を
追
認
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
場
面
で
は
、
宝
暦
名
女
川
本
は
、
享
保
保
教
本
、
大
蔵
流
・
和
泉
流
、
さ
ら
に
は
狂

言
記
外
五
十
番
、
天
理
堀
村
本
と
同
じ
で
、
鷺
仁
右
衛
門
派（
特
に
延
宝
忠
政
本
）と
の
み
相

違
す
る
の
で
あ
る
。

　

い
よ
い
よ
【
盃
事
】
に
な
る
。
享
保
保
教
本
や
鷺
仁
右
衛
門
派
、
大
蔵
流
・
和
泉
流
、
狂

言
記
外
五
十
番
で
は
、
こ
の
場
面
で
座
敷
に
出
ら
れ
な
い（
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
）聟
が
、

何
某
か
ら
酒
を
そ
っ
と
飲
ま
せ
て
も
ら
う
く
だ
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
聟
入
り
物
に
は
な

い
特
徴
的
な
場
面
で
、
見
ど
こ
ろ
で
も
あ
ろ
う
。

〇
又
ア
ト
（
何
某
）
一
ツ
請
持
見
合
橋
カ
ヽ
リ
ヲ
マ
子
ク
ト
シ
テ
ソ
ロ
〳
〵
ト
ア
ト
ノ
ウ

シ
ロ
ヘ
ハ
イ
ヨ
ル
時
盃
ノ
ア
マ
リ
呑
ス
ル
仕
様
モ
有 

（
享
保
保
教
本
）

〇
樽
持
酒
ヲ
一
盃
イ
ノ
ム
ヲ
見
テ
せ
め
て
酒
成
共
の
ミ
た
い
ト
云
懐
中
の
盃
ヲ
取
出
シ
ス

ワ
ブ
キ
ヲ
シ
テ
盃
ヲ
樽
持
ニ
見
せ
テ
ソ
ロ
〳
〵
ソ
バ
ヘ
ヨ
リ
テ
右
ノ
盃
ヘ
酒
ヲ
ア
ケ
替

テ
亦
柱
掛
ヘ
逃
テ
キ
テ
の
ミ
テ
偖
々
も
キ
ビ
ノ
能
事
哉
ト
云
・
・
・ 

（
延
宝
忠
政
本
）

〇
（
聟
は
）
し
て
は
し
ら
の
本
よ
り
ま
ね
く
、
さ
け
を
う
け
た
の
を
か
く
い
て
む
こ
に
や

る
よ
ろ
こ
び
て
の
む 

（
虎
明
本
）

〇
内
に
て
さ
か
も
り
あ
り
、
後
に
ア
ド
、
酒
を
壱
つ
う
け
て
、
む
こ
に
の
ま
す
る

 

（
天
理
本
）

　

〇
清
六
「
い
た
ゞ
き
ま
す
る　
飲
む
ふ
り
し
て
、
聟
に
飲
ま
す
る
、
脇
か
ら
も
ら
ふ
て
聟
飲
む　

 

（
狂
言
記
外
五
十
番
）

　

し
か
し
、
宝
暦
名
女
川
本
で
は
、
こ
の
く
だ
り
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

盃
を
し
て
舅
へ
盃
ヲ
か
へ
ツ
テ
舅
（
「
）
今
の
物
を　

ト
云　

太
郎
官
者
（
「
）
心
得

ま
し
た　

ト
云
テ
ち
い
さ
刀
を
や
る　

扨
お
し
へ
て
い
た
ゞ
い
て
い
と
ま
を
云
テ
帰
ル　

ふ
た
い
へ
出
ス
口
伝
色
々
有
リ　

シ
テ
ハ
は
し
か
ゝ
り
に
い
る

と
い
う
注
記
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
橋
掛
り
に
い
る
シ
テ（
聟
）は
、
盃
事

の
間
、
何
も
し
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
も
し
こ
の
通
り
に
、
橋
掛
り
に
い
る
聟
に
対
し
、

何
某
が
盃
の
酒
を
飲
ま
せ
て
や
る
演
出
が
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
宝
暦
名
女
川
本
独

自
の
か
た
ち
と
い
え
よ
う
。

　

聟
に
間
違
え
ら
れ
た
何
某
は
舅
か
ら
【
引
出
物
】
を
も
ら
う
。
宝
暦
名
女
川
本
で
は
、
小

さ
刀
を
も
ら
う
が
、
享
保
保
教
本
、
大
蔵
流
、
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
を
除
く
和
泉
流
は
太

刀
で
あ
る
。
天
理
堀
村
本
は
「
太
刀
折
紙
」
を
も
ら
う
。
鷺
仁
右
衛
門
派
、
天
理
本
・
和
泉

家
古
本
、
狂
言
記
外
五
十
番（
挿
絵
は
太
刀
）は
「
刀
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
引
出
物
を
聟
と
何
某
が
取
り
合
う
こ
と
に
な
り
、【
結
末
】
の
場
面
に
つ
な
が
る
。

何
某
を
待
ち
受
け
て
い
た
聟
は
、
本
来
自
分
が
も
ら
う
は
ず
の
物
だ
と
し
て
、
引
出
物
を
自

分
に
渡
す
よ
う
催
促
す
る
。
宝
暦
名
女
川
本
は
、
聟
が
刀
を
何
某
か
ら
奪
い
取
り
逃
げ
、
何

某
が
追
い
込
む
。

シ
テ
「
申
先
今
日
ハ
お
影
で
忝
ふ
御
座
り
ま
す
る　

夫
を
此
方
へ
被
下
ひ　
ヲ
シ
ヘ
テ

「
な
ん
と
身
共
が
貰
ふ
た
物
を
わ
ご
り
よ
に
や
ら
ふ
か　
シ
テ
「
是
ハ
い
か
な
事　

聟

ハ
某
ぢ
や
程
に
ぜ
ひ
共
お
こ
さ
せ
ら
れ
い　

〔
ヤ
ル
ま
い
や
ろ
ふ
と
云
テ
む
り
に
シ
テ

が
と
る　

お
い
こ
ミ
〕

狂
言
集
成
本
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
享
保
保
教
本
や
他
流
・
他
派
は
か
な
り
異
な
る
。

特
に
享
保
保
教
本
、
鷺
仁
右
衛
門
派
、
狂
言
記
外
五
十
番
、
天
理
堀
村
本
は
、
何
某
の
ほ
う

が
引
出
物
を
持
っ
て
逃
げ
て
し
ま
い
、
あ
と
に
残
っ
た
聟
が
「
無
縁
の
聟
に
な
っ
た
」
と
自

嘲
し
て
、「
ハ
ツ
チ
〳
〵
（
鉢
々
）」「
は
ち（
鉢
）を
入
て
被
下
」
な
ど
と
托
鉢
行
脚
の
際
の

言
葉（
出
家
狂
言
「
悪
坊
」
の
留
め
に
も
、「
は
つ
ち
〳
〵
」（
虎
明
本
）、「
あ
ん
ぎ
や
の
僧
に
、

は
ち
を
申
さ
う
」（
天
理
本
）な
ど
と
見
え
る
）を
言
う
、
特
徴
的
な
留
め
と
な
る
。
し
か
も

こ
こ
に
、「
無
縁
の
聟
」
と
い
う（
曲
名
に
な
っ
て
い
る
）言
葉
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

〇
聟
ノ
ア
マ
ツ
タ
ハ
御
用
ニ
ハ
ナ
イ
カ　

無
縁
ノ
聟
ニ
ハ
ツ
チ
〳
〵

 

　
　

（
享
保
保
教
本
）

〇
無
縁
の
聟
に
鉢
ヲ
入
て
く
た
さ
れ
い
。
ハ
つ
ち
〳
〵
〳
〵
。
あ
ゝ
し
な
（
い
）
た
る
な

り
か
な
や
れ 

（
延
宝
忠
政
本
）

　

〇
せ
め
て
樽
な
り
と
も
取
つ
て
帰
ら
ふ
、
無
縁
の
あ
ま
つ
た
聟
は
、
い
ら
ぬ
か
〳
〵
の　

 

（
狂
言
記
外
五
十
番
）

大
蔵
流
は
聟
が
樽
を
持
っ
て
入
る
。
何
某
に
持
た
せ
た
樽
を
最
後
に
自
身
が
持
っ
て
帰
る
の

で
あ
る
。狂
言
記
外
五
十
番
に
も
そ
う
し
た
せ
り
ふ
が
あ
る
。和
泉
流（
狂
言
集
成
本
を
除
く
）
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は
そ
の
前
に
、
太
郎
冠
者
が
聟
と
何
某
が
表
で
争
う
の
を
見
つ
け
、
太
郎
冠
者
が
聟
の
足
を

取
る
場
面
が
あ
る
。
古
典
文
庫
本
は
そ
の
あ
と
を
聟
が
追
い
込
む（
自
嘲
す
る
か
た
ち
の
留

め
も
、
古
書
に
あ
る
と
し
て
記
す
）。
こ
の
う
ち
、
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
・
明
和
中
根
本

に
は
、「
そ
こ
も
と
に
、
む
ゑ
ん
の
む
こ
は
、
お
と
り
や
る
ま
ひ
か
」（
天
理
本
）な
ど
と
あ
り
、

や
は
り
「
無
縁
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、名
女
川
本
は
、「
無

縁
聟
」
と
い
う
曲
名
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
無
縁
の
聟
」「
無
縁
」
と
い
う
言
葉
が
そ
も

そ
も
台
本
の
中
に
一
切
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
聟
の
名
ノ
リ
や
何
某
へ
の
頼
み
は
宝
暦
名
女
川
本
独
自
の
か
た

ち
で
あ
る
が
、前
者
は
聟
入
り
物
の
類
型（「
鶏
聟
」「
音
曲
聟
」等
）に
従
い
、後
者
は「
二
人
袴
」

に
近
い
。
聟
は
自
身
樽
・
肴
を
持
っ
て
行
き（
装
束
付
に
「
つ
と
樽
棒
ニ
付
テ
持
出
ル
」
と

あ
る
）、何
某
は
持
た
な
い
。
太
郎
冠
者
が
何
某
を「
見
知
っ
て
い
る
」と
い
う
せ
り
ふ
は「
二

人
袴
」
の
父
親
に
対
す
る
も
の
と
同
じ
。
盃
事
に
お
い
て
、
聟
が
何
某
に
酒
を
そ
っ
と
飲
ま

せ
て
も
ら
う
く
だ
り
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
引
出
物
が
小
さ
刀
で
あ
る
こ
と
も
、
本
曲
で

は
少
数
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
宝
暦
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」
は
、
他
流
・
他
派
と
比
べ
て
独
自
性
が
強
い
が
、

一
方
で
、
聟
入
り
物
の
類
型
及
び
「
二
人
袴
」
を
参
照
し
た
形
跡
が
あ
る
。
聟
が
酒
を
飲
ま

せ
て
も
ら
う
く
だ
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
曲
の
眼
目
で
あ
る
演
出
が
継
承
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
曲
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
何
某
が
樽
を
持
っ
て
聟
の
供

を
す
る
こ
と
」
や（「
無
縁
聟
」
と
い
う
曲
名
に
も
関
わ
ら
ず
）「
無
縁
」
と
い
う
語
が
全
く

見
え
な
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

二
、
江
山
本
「
銀
三
郎
」
の
系
統
的
特
質

　

次
に
、
江
山
本
「
銀
三
郎
」
の
内
容
を
検
討
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
宝
暦
名
女
川
本（
能

研
本
）で
は
、「
無
縁
聟
」
に
続
い
て
「
銀
三
郎
」
が
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
曲
名
の

下
に
は
「
無
縁
聟
ト
同
事
也　

銀
三
郎
狂
言
ハ
長
門
ノ
江
山
氏
ヨ
リ
来
ル
」
と
い
う
注
記
が

あ
り
、
長
州
藩
江
山
家
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
台
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
「
無
縁
聟
」
で
見
て
き
た
同
じ
ポ
イ
ン
ト
に
着
目
し
て
、
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
、
比
較
考

察
の
結
果
を
記
述
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
【
聟
の
名
ノ
リ
】
か
ら
。
江
山
本
は
、
他
流
の
よ
う
に（
樽
を
持
た
せ
る
た
め
に
）人

を
借
り
に
行
く
と
言
う
。

何
成
共
用
の
事
が
有
う
な
ら
バ
云
て
お
こ
せ
と
い
わ
れ
た
に
仍
テ
先
あ
れ
へ
参
て
た
そ

一
人
か
り
て
是
（
引
用
者
注
・
樽
の
こ
と
）
を
も
た
せ
て
参
ら
ふ
と
存
る

こ
れ
は
享
保
保
教
本
や
他
流
と
同
じ
で
あ
る
が
、
鷺
仁
右
衛
門
派
は
少
し
異
な
っ
て
い
た
。

宝
暦
名
女
川
本
は
そ
も
そ
も
人
を
借
り
に
行
く
こ
と
は
言
わ
な
い
。

次
の
【
何
某
へ
の
頼
み
】
で
あ
る
が
、
江
山
本
は
、
人
が
い
な
い
と
聞
い
て
腹
を
立
て
る
。　

（
シ
テ
）
「
別
の
事
で
ハ
御
座
ら
ぬ
か
御
ら
ふ
し
ら
る
ゝ
ご
と
く
自
身
此
樽
を
持
て
参
れ

ハ
何
と
や
ら
見
く
る
し
う
御
座
る
程
に
た
そ
人
を
一
人
お
か
し
被
成
ま
せ　

（
中
略
。

人
が
い
な
い
と
聞
い
て
）
（
シ
テ
）
「
や
あ
ら
こ
な
た
に
ハ
聞
へ
ま
せ
ぬ　

何
成
共
そ
ち

が
用
の
事
を
バ
聞
て
や
ら
う
と
仰
ら
れ
な
ん
だ
か　
（
銀
三
郎
）
「
中
々
聞
て
や
ら
う
と

云
た
が
誰
も
お
ら
ぬ
に
仍
テ
何
共
気
毒
な
事
ぢ
や　
（
シ
テ
）
「
こ
な
た
ハ
今
に
お
よ
う

で
其
様
な
事
を
云
物
で
御
座
ル
か　
（
銀
三
郎
）
「
扨
々
そ
な
た
ハ
腹
を
お
立
や
る　
（
シ

テ
）
「
腹
を
立
ま
せ
い
で
ハ

こ
の
く
だ
り
で
、
聟
が
腹
を
立
て
る
こ
と
は
虎
明
本
に
も
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

爰
に
某
に
御
目
を
か
け
ら
る
ゝ
お
か
た
が
ご
ざ
る
程
に
、
あ
れ
へ
参
り
、
人
を
や
と
ふ

て
参
ら
ふ
と
云
て
、
行
、
つ
ね
の
こ
と
く
あ
ひ
て
、
右
之
通
云
、
や
す
ひ
事
じ
や
と
云

て
、
二
三
人
の
名
を
よ
び
て
み
れ
共
、
使
に
い
た
と
い
ふ
て
い
に
て
、
人
が
な
ひ
と
云
、

ぜ
ひ
に
お
よ
ば
ぬ
と
は
ら
を
立
る
に
よ
つ
て
、
誠
に
わ
ご
り
よ
が
は
ら
を
た
つ
る
も
道

理
じ
や
、
い
ち
ご
に
い
ち
ど
の
は
れ
じ
や
程
に
、
ぜ
ひ
に
お
よ
ば
ぬ
、
某
が
た
る
を
持

て
ゆ
か
ふ
と
云

人
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
言
う
頼
み
は
他
流
・
他
派
と
同
じ
で
あ
る
が
、
宝
暦
名
女
川
本
は
こ

の
く
だ
り
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
【
舅
方
へ
の
道
行
】
と
な
る
が
、
こ
こ
で
何
某
は
聟
に
対
し
て
、
自
分
を
「
吟
三
郎
」

な
い
し
は
「
太
郎
冠
者
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
言
う
。
先
の
宝
暦
名
女
川
本
も
そ
の
通
り
で
あ
っ

た
が
、
江
山
本
で
は
、
こ
こ
が
相
違
す
る
。
江
山
本
は
、
知
人
の
名
前
が
も
と
も
と
「
銀
三

郎
」
な
の
で
あ
っ
た
。【
聟
の
名
ノ
リ
】
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
上
略
）
爰
に
銀
三
郎
殿
と
申
て
某
に
別
し
て
お
目
下
さ
る
ゝ
お
方
が
御
座
る

従
っ
て
江
山
本
で
は
、
銀
三
郎
と
い
う
名
を
あ
ら
た
め
て
付
け
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
点
は

江
山
本
独
自
の
要
素
で
あ
り
、享
保
保
教
本
や
他
流
・
他
派
と
も
異
な
っ
て
い
る
。た
だ
し「
銀

三
郎
」
と
呼
び
捨
て
に
し
て
、
聟
が
恐
縮
す
る
く
だ
り
は
、
そ
の
く
だ
り
が
な
い
狂
言
記
外

五
十
番
、
そ
の
こ
と
を
明
記
し
な
い
天
理
堀
村
本
を
除
く
他
流
・
他
派
と
同
じ
で
、
な
お
か

つ
「
止
動
方
角
」
に
も
同
じ
趣
向
で
あ
る
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
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【
誰
が
間
違
え
る
か
】
に
つ
い
て
。
江
山
本
は
、
舅
が
ま
ず
聟
を
不
審
に
思
い
、
太
郎
冠

者
が
「
表
に
見
馴
れ
ぬ
人
」
が
い
る
が
、あ
れ
が
聟
で
は
な
い
か
と
言
う
。
太
郎
冠
者
が
真
っ

先
に
間
違
え
る
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
や
他
流
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、

延
宝
忠
政
本
に
見
え
る
、
舅
が
ま
ず
間
違
え
る
型
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後

江
山
本
は
、
太
郎
冠
者
と
舅
で
、
無
理
に
銀
三
郎
を
座
敷
に
引
き
立
て
る
。
他
流
・
他
派
は

お
お
む
ね
太
郎
冠
者
が
無
理
に
座
敷
へ
つ
れ
て
く
る
。
な
お
江
山
本
で
は
、
聟
が
太
郎
冠
者

に
「
そ
な
た
ハ
是
の
か
」「
ち
と
あ
ち
へ
い
ら
い
」
と
言
う
が
、
こ
の
せ
り
ふ
は
、
延
宝
忠

政
本
「
わ
こ
り
よ
ハ
是
の
人
か
」「
骨
お
り
て
お
し
や
る
。
少
あ
ち
へ
も
い
ら
い
」、同
本（「
音

曲
聟
」）「
そ
ち
ハ
是
の
人
か
」「
能
若
者
し
や
な
。
少
あ
ち
へ
い
ら
い
」、
享
保
保
教
本（「
鶏

聟
」）「
是
々
少
ト
ア
ツ
チ
モ
渡
ラ
イ
」
な
ど
に
近
い
。
こ
れ
ら
鷺
流
特
有
の
言
い
回
し
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
盃
事
】
に
な
る
。
江
山
本
で
は
、
聟
は
銀
三
郎
に
注
が
れ
た
酒
を
後
ろ
か
ら（
取
っ
て
）

飲
ま
せ
て
も
ら
う
。

し
か
た
色
々
有　

銀
三
郎
か
ひ
か
へ
た
る
さ
か
つ
き
を
う
し
ろ
か
ら
取
テ
の
ん
て
さ
か

も
り
す
る

こ
れ
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
他
流
・
他
派
に
あ
る
本
曲
の
眼
目
と
い
う
べ
き
演
出
で
あ
る
が
、

先
述
の
よ
う
に
、
宝
暦
名
女
川
本
だ
け
は
明
記
し
な
い
の
で
あ
る
。

江
山
本
で
は
、
銀
三
郎
は
【
引
出
物
】
と
し
て
、
太
刀
を
も
ら
う
。
こ
れ
は
鷺
仁
右
衛
門

派
と
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
を
除
く
他
流
も
同
じ
。
宝
暦
名
女
川
本
で
は
、小
さ
刀
で
あ
っ
た
。

続
く
【
結
末
】
に
つ
い
は
、
江
山
本
は
宝
暦
名
女
川
本
と
同
じ
で
あ
る
。
狂
言
集
成
本
も
同

じ
だ
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
大
蔵
流
、
狂
言
集
成
本
を
除
く
和
泉
流
、
享
保
保
教
本
、
鷺
仁

右
衛
門
派
な
ど
の
他
流
・
他
派
の
台
本
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

知
人
の
名
前
が
最
初
か
ら
銀
三
郎
で
あ
る
こ
と
、
舅
が
不
審
し
た
後
で
太
郎
冠
者
が
銀
三

郎
を
聟
だ
と
言
う
こ
と
、
さ
ら
に
結
末
で
は
「
無
縁
」
と
い
う
言
葉
を
言
わ
な
い
独
自
の
か

た
ち（
た
だ
し
、
宝
暦
名
女
川
本
、
狂
言
集
成
本
と
は
同
じ
）で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
お
お
む

ね
他
流
・
他
派
と
共
通
す
る
。
特
に
、
樽
を
持
つ
人
が
い
な
い
と
聞
い
て
聟
が
腹
を
立
て
る

と
こ
ろ
は
、
虎
明
本
に
近
い
く
だ
り
が
あ
っ
た
。
ま
た
聟
の
せ
り
ふ
に
は
、
鷺
流
特
有
の
表

現
が
認
め
ら
れ
る
。

江
山
本
は
、
結
末
に
「
無
縁
の
聟
」
と
言
わ
ず
、
享
保
保
教
本
と
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
こ
の
曲
の
中
心
趣
向
は
基
本
的
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
部
分
的
に
は
、
や

や
古
風
な
要
素
を
も
つ
台
本
と
い
え
よ
う
。

三
、
宝
暦
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」
制
作
の
背
景

　

以
上
、
新
出
の
宝
暦
名
女
川
本
「
遠
雑
類
」
に
併
記
さ
れ
る
「
無
縁
聟
」
と
「
銀
三
郎
」

（
江
山
本
）に
つ
い
て
、
他
流
・
他
派
の
台
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
系
統
的
特
質
を
吟

味
し
て
み
た
。
と
り
わ
け
「
無
縁
聟
」
は
特
異
な
台
本
で
あ
る
。「
樽
聟
」
と
も
呼
ば
れ
る

本
曲
の
構
想
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
は
ず
の
「
何
某
が
樽
を
持
っ
て
聟
の
供
を
す
る

こ
と
」
や
「
無
縁
」
と
い
う
語
が
見
え
ず
、「
音
曲
聟
」「
鶏
聟
」「
二
人
袴
」
等
の
聟
入
り

物
の
基
本
曲
に
拠
っ
た
形
跡
が
あ
り
、「
聟
が
供
の
者（
銀
三
郎
）に
間
違
わ
れ
る
」
と
い
う

中
心
趣
向
だ
け
を
か
ろ
う
じ
て
生
か
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

も
し
、宝
暦
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」
が
他
流
・
他
派
の
「
樽
聟
」（「
無
縁（
の
）聟
」「
吟（
銀
）

三
郎（
聟
）」）の
台
本
を
参
照
し
た
上
で
、
そ
れ
を
改
作
し
た
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
本
曲
独
自

の
趣
向
を
薄
め
る
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
改
悪
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
台
本
に
な
っ
た
の
か
。

以
前
、
宝
暦
名
女
川
本（
檜
本
）所
収
の
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と）

（1
（

を
想
起
し
て
み
た
い
。「
差
出
祖
父
」
は
、「
孫
聟
」
と
も
称
す
る
曲
で
あ
る
が
、
既
知
の

宝
暦
名
女
川
本（
檜
本
）に
は
、「
孫
聟
」
と
、
長
州
江
山
家
か
ら
来
た
と
い
う
「
差
出
祖
父
」

が
続
い
て
収
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
は
、

聟
の
聟
入
り
に
「
聟
の
祖
父
」
が
付
い
て
く
る
と
い
う
も
の
で
、「
舅
の
父
で
あ
る
祖
父
」

が
聟
入
り
の
場
に
何
か
と
差
し
出
る
か
た
ち
の
、
常
の
「
孫
聟
」（
和
泉
流
、
享
保
保
教
本

は
そ
の
か
た
ち
。
宝
暦
名
女
川
本
も
、
享
保
保
教
本
と
は
小
異
が
あ
る
が
、
同
じ
か
た
ち
）

と
は
異
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
改
作
」
は
、
他
流
・
他
派
の
何
ら

か
の
台
本
を
見
て
の
「
改
作
」
で
は
な
く
、「
聟
入
り
に
祖
父
が
差
し
出
る
」
と
い
う
中
心

趣
向
だ
け
を
伝
聞
し
て
、
同
じ
聟
入
り
物
の
「
二
人
袴
」
や
「
音
曲
聟
」（
特
に
キ
リ
の
謡
）

を
参
照
し
つ
つ
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
。

宝
暦
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」
の
制
作
事
情
も
、
こ
れ
と
似
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
す

な
わ
ち
、「
無
縁
聟
」
と
は
「
聟
入
り
に
付
い
て
き
た
何
某（
教
え
手
）が
聟
に
間
違
わ
れ
る
」

狂
言
で
あ
っ
て
、
何
某
に
「
銀
三
郎
」
と
名
を
付
け
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
は
「
止

動
方
角
」
に
同
じ
、
と
い
う
程
度
の
情
報
に
基
づ
き
、
聟
入
り
物
の
他
曲
、
特
に
「
二
人
袴
」

を
参
照
し
て
、
台
本
が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」
も
ま

た
、
他
流
・
他
派
の
何
ら
か
の
台
本
を
見
る
こ
と
な
し
に
、
右
の
よ
う
な
梗
概
程
度
の
伝
聞
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だ
け
を
基
に
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
成
立（
書
写
）年
代
か
ら
す
る
と
宝
暦

名
女
川
本
に
先
行
す
る
享
保
保
教
本（
享
保
九
年〈
一
七
二
四
〉以
前
の
成
立
）に
、「
吟
三
郎
」

と
い
う
曲
名
で
、
本
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
曲
名
は
異
な
る
が
、
鷺
伝
右
衛

門
派
の
本
曲
の
詞
章
が
す
で
に
享
保
保
教
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
宝
暦
名

女
川
本
も
、
そ
れ
を
継
承
す
れ
ば
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
享
保
保
教
本（「
吟
三
郎
」）の
内
容
は
、「
聟
が
樽
を
持
せ
る
従
者
を
何
某
の

と
こ
ろ
へ
借
り
に
行
く
」
と
い
う
他
流
・
他
派
と
同
じ
か
た
ち
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
曲

に
関
し
て
は
、
享
保
保
教
本
と
宝
暦
名
女
川
本
の
内
容
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
享
保
保
教
本
の
詞
章
が
宝
暦
名
女
川
本
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
宝
暦
名
女
川
本
を
書
写
し
た
名
女
川
辰
三
郎
は
、
享
保
保

教
本
の
「
吟
三
郎
」
を
見
て
い
な
い（
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
）と
も
疑
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、
宝
暦
名
女
川
本
「
遠
雑
類
」
所
収
曲
は
、
す
べ
て
そ
の
名
の
通
り
「
遠
い
」

曲
、
す
な
わ
ち
鷺
伝
右
衛
門
派
に
と
っ
て
の
稀
曲（
上
演
の
稀
な
曲
）な
の
で
あ
っ
た
。
鷺
流

の
「
書
上
」
に
は
、
享
保
以
後
「
珍
敷
狂
言
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
が
、「
遠
雑
類
」

所
収
曲
は
、
享
保
九
年
鷺
伝
右
衛
門
家
書
上
「
珍
敷
狂
言
」、
宝
暦
十
年
鷺
勘
太
郎
書
上
「
珍

敷
狂
言
」
の
い
ず
れ
に
も
、
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い）

（（
（

。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
に
先
立
つ
と
こ

ろ
の（
鷺
伝
右
衛
門
派
最
古
の
）明
暦
三
年
鷺
伝
右
衛
門
書
上
に
も
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
曲
は
、
家
元
の
鷺
保
教
の
も
と
に
も
、
弟
子
家
の
名
女
川
家
に
も
、
明
確
な
伝
え

（
台
本
や
口
伝
）は
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
遠
雑
類
」
に
は
、
そ
う
し
た
稀
曲
ば
か
り
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
鷺

伝
右
衛
門
派
に
と
っ
て
の
稀
曲
を
集
成
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
特
別
な
事
情
が
何
か
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
宝
暦
名
女
川
本
は
、
名
女
川
家
五
代
・
辰
三
郎
の
書
写
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
は
名
女
川
家
三
代（
近
藤
）六
右
衛
門（
一
六
七
五
～
一
七
五
九
）関
係
資
料
の
投

影
が
あ
る
こ
と
が
、
永
井
猛
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
三
代
・
名
女
川
六
右
衛
門
は
、

宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）に
五
代
将
軍
綱
吉
に
よ
っ
て
御
廊
下
番
と
し
て
召
し
出
さ
れ
、
近
藤

と
改
姓
し
た（
士
分
へ
の
取
り
立
て
で
あ
る
が
、
そ
の
仕
事
は
江
戸
城
内
の
非
公
式
の（
将
軍

個
人
の
）催
し
に
出
演
す
る
こ
と）

（1
（

）。
こ
の
「
宝
永
三
年
」
の
年
記
が
宝
暦
名
女
川
本
に
し
ば

し
ば
見
出
さ
れ
る
。
永
井
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
近
藤
六
右
衛
門
の
宝
暦
名
女
川
本
へ
の
投
影

は
宝
永
三
年
以
後
に
も
見
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

近
藤
六
右
衛
門
は
、
宝
永
六
年
以
降
、
六
代
将
軍
家
宣
に
よ
っ
て
も
御
時
圭
之
間
番
と
し

て
召
し
出
さ
れ
て
い
る（『
萬
聞
書
』
所
収
「
徳
川
家
宣
時
代
時
圭
ノ
間
御
番
衆
交
名
」）。
綱

吉
・
家
宣
二
代
の
将
軍
に
仕
え
、
そ
の
側
近
く
で
狂
言
の
御
用
に
勤
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
し
く
、
こ
の
綱
吉
・
家
宣
の
時
代
こ
そ
が
、
能
・
狂
言
全
般
に
わ
た
り
、
稀
曲
の
上
演

が
盛
ん
で
あ
っ
た
特
異
な
時
期）

（1
（

に
他
な
ら
な
い
。

　

宝
暦
名
女
川
本
「
遠
雑
類
」
の
よ
う
な
稀
曲
の
集
成
が
行
わ
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
こ
の

綱
吉
・
家
宣
時
代
の
盛
ん
な
稀
曲
上
演
の
風
潮
の
影
響
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
遠
雑
類
」
に
含
ま
れ
る
「
無
縁
聟
」
も
、
そ
う
し
た
風
潮（
将
軍
の

内
意
に
よ
る
）を
受
け
て
、
急
遽
台
本
が
作
成
さ
れ
た
曲
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

家
宣
時
代
の
狂
言
稀
曲
の
上
演
状
況
に
つ
い
て
は
、
池
田
晃
一
氏
が
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文

庫
蔵
の
番
組
資
料
『
御
城
御
内
証　

御
能
御
囃
子
組
』（
宝
永
三
年
七
月
～
正
徳
二
年
三
月
）

に
基
づ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
期
に
演
じ
ら
れ
た
演
目
の
中
に
、
寛
文
以
前
及
び

享
保
期
の
書
上
に
記
載
の
な
い
曲
と
し
て
「
無
縁
聟
」
が
見
え
る
の
で
あ
る）

（1
（

。

　

そ
し
て
ま
た
、
池
田
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
享
保
保
教
本
を
著
し
た
鷺
伝
右
衛

門
保
教）

（1
（

も
こ
の
時
期
に（
先
の
近
藤
六
右
衛
門
と
と
も
に
）役
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
鷺

保
教
と
近
藤（
名
女
川
）六
右
衛
門
は
、
奇
し
く
も
同
年
の
延
宝
三
年（
一
六
七
五
）生
ま
れ
で

あ
る
。
伝
右
衛
門
家
三
代
保
教
も
、
名
女
川
家
三
代（
近
藤
）六
右
衛
門
も
、
と
も
に
同
じ
時

代
の
空
気
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
稀
曲
の
探
索
・
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
伝
書（
台
本
）を
著
し
た
の
は
保
教
の
方
が
早
か
っ
た
と
し
て
も
、稀
曲
の
探
索
・

収
集
の
取
り
組
み
自
体
は
、
両
者
と
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
し
か
も
互
い
の
交
渉
な
し
に
行
わ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
本
曲
の
内
容
が
、
享
保
保
教
本（「
吟
三
郎
」）と
宝
暦
名
女
川
本

（「
無
縁
聟
」）と
で
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
そ
の
よ
う
に
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

　

享
保
保
教
本
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

〇
一　

鷺
ノ
方
ニ
七
福
神
ト
云
狂
言
モ
ア
リ　

是
ハ
風
流
共
又
狂
言
共
難
キ
レ
定
事
ナ
ル
故

努
タ
ル
者
無
レ
之　

正
徳
二
年
ノ
秋
珍メ
ツ
ラ
シ
キ

敷
狂
言
依
テ
二
御
尋
ニ
一
自
二
御
廊
下
番
衆
一
内
意

ニ
テ
右
ノ
狂
言
少
々
加
ヘ
二
工
夫
ヲ
一
・
・
・

　
　

 

（
「
風
流
」
の
内
「
福
ノ
神
」
注
記
）

〇
近
年
珍メ

ツ
ラ
シ
キ

敷
狂
言
御
尋
故
諸
流
僉
議
シ
テ
絶タ
エ

タ
ル
モ
改
集ア
ツ
メタ

ル
ヲ
不
残
末
世
ノ
芸
者
ノ
タ

メ
ニ
記　

此
内
中
絶
少
趣
向
ノ
残
タ
ル
ヲ
取
立
タ
ル
有　

其ソ
ノ
フ
ン分
ハ
能ヨ
キ

様
ニ
テ
モ
昔
ヨ
リ

作ツ
ク
リ置
タ
ル
ト
ハ
各
別
ニ
過
不
及
有　

口
伝 

（
「
仕
舞
唐
人
」
の
内
「
蚪
蛤
」
前
書
）

享
保
保
教
本
「
吟
三
郎
」
と
と
も
に
、宝
暦
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」
も
ま
た
、右
に
い
う
「
絶
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タ
ル
モ
改
集
タ
ル
」
ま
た
は
「
中
絶
少
趣
向
ノ
残
タ
ル
ヲ
取
立
タ
ル
」
狂
言
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
「
改
・
集
」「
取
立
」
の
仕
方
は
、鷺
保
教
と
近
藤
六
右
衛
門
と
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

長
州
江
山
家
の
台
本（「
銀
三
郎
」）が
取
り
寄
せ
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
稀
曲
探
索
の

風
潮
下
に
お
け
る
、
名
女
川
家
側
の
取
り
組
み
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。
長
州
藩
に
は
、
江

山
の
よ
う
な
鷺
伝
右
衛
門
派
の
役
者
が
抱
え
ら
れ
て
お
り
、
独
自
の
詞
章
・
演
出
が
伝
え
ら

れ
て
い
た
ら
し
い
。
宝
暦
名
女
川
本
全
般
に
、
長
州
藩（
ま
た
は
支
藩
の
長
府
藩
）伝
承
の
詞

章
・
演
出
が
し
ば
し
ば
追
記
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
江
山
本
「
銀
三
郎
」
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

宝
暦
名
女
川
本
「
無
縁
聟
」
に
比
べ
て
、
他
流
・
他
派
の
台
本
に
近
い
内
容
を
も
ち
、
や
や

古
風
な
要
素
も
見
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
は
、
大
蔵
流（
特
に
八
右
衛
門
派
か
）や
鷺
仁
右
衛
門
派

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
台
本（
あ
る
い
は
筋
や
演
出
の
伝
聞
）を
参
照
し
て
、
江
山
家
で
作
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
制
作
の
契
機
は
定
か
で
は
な
い
が
、
江
山
家
の
祖
で
あ
る
江
山
源
兵

衛（
助
）が
毛
利
吉
元
に
召
し
出
さ
れ
た
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）は
、
ま
さ
し
く
六
代
将
軍
家

宣
の
時
代
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
、
長
州
藩
の
江
山
家
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
風

潮
に
何
程
か
影
響
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
将
軍
の
内
意
に
よ
る
盛
ん
な
稀
曲
上
演

の
風
潮
、
そ
し
て
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
鷺
流
役
者
の
探
索
の
手
は
、
か
く
し
て
長
州
藩

に
も
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

新
出
・
宝
暦
名
女
川
本
「
遠
雑
類
」
所
収
の
「
無
縁
聟
」
は
、
他
流
・
他
派
と
比
べ
て
独

自
性
の
強
い
台
本
で
あ
っ
た
。
本
来
こ
の
曲
の
中
心
趣
向
で
あ
る
「
何
某
が
樽
を
持
っ
て
聟

の
供
を
す
る
こ
と
」
や
「
無
縁
」
と
い
う
語
が
見
え
ず
、
聟
が
某
に
そ
っ
と
酒
を
飲
ま
せ
て

も
ら
う
と
い
う
眼
目
の
演
出
も
明
記
さ
れ
な
い
。
聟
入
り
物
の
類
型
及
び
「
二
人
袴
」
な
ど

を
参
照
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
結
果
的
に
は
本
曲
の
特
色
を
薄
め
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
台
本
は
、
他
流
・
他
派
の
何
ら
か
の
台
本
を
参
照
し
て
の
改
作
と
い
う

よ
り
、「
聟
入
り
に
付
い
て
き
た
何
某（
教
え
手
）が
聟
に
間
違
わ
れ
る
」
狂
言
で
あ
る
こ
と
、

何
某
に
「
銀
三
郎
」
と
名
を
付
け
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
は
「
止
動
方
角
」
に
同
じ

で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
程
度
の
情
報（
伝
聞
）を
基
に
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
じ
鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
に
「
吟
三
郎
」
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容

が
宝
暦
名
女
川
本
に
は
全
く
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
そ
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。
本
曲

は
「
遠
雑
類
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
通
り
、
鷺
伝
右
衛
門
派
に
と
っ
て
の
「
遠
い
」
曲
で
あ

り
、
伝
右
衛
門
家
に
も
、
ま
た
弟
子
家
に
も
、
本
曲
に
関
す
る
確
乎
と
し
た
伝
承
は
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
享
保
保
教
本
と
宝
暦
名
女
川
本
の
内
容
が
こ
れ
ほ
ど
異
な
る
の
か
。

そ
れ
は
、
将
軍
綱
吉
・
家
宣
に
よ
る
稀
曲
探
索
・
復
興
の
要
請
に
従
っ
て
、
家
元
で
あ
る
鷺

保
教
、
弟
子
家
で
あ
る
名
女
川
家
三
代（
近
藤
）六
右
衛
門
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
、
本
曲
の
制

作
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
鷺
伝
右
衛
門
保
教
と
近
藤
六
右
衛
門
は
同

い
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
藤
六
右
衛
門
の
整
え
た
伝
書
類
が
宝
暦
名
女
川
本
に
投
影
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
か
く
て
宝
暦
名
女
川
本
に
は
、（
享
保
保

教
本「
吟
三
郎
」と
は
別
に
）近
藤
六
右
衛
門
が
宝
永
～
正
徳
期
に
制
作
し
た
と
お
ぼ
し
き「
無

縁
聟
」
が
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
江
山
家
の
「
銀
三
郎
」
も
附
載

さ
れ
て
い
る
。
名
女
川
家
の
稀
曲
探
索
の
一
環
と
し
て
長
州
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
は
他
流
に
近
く
、
な
お
か
つ
虎
明
本
に
近
い
古
風
を（
部
分
的
に
）残
す
台

本
で
あ
っ
た
。

宝
暦
名
女
川
本
に
お
け
る
「
無
縁
聟
」
と
「
銀
三
郎
」
の
併
記
は
、
綱
吉
・
家
宣
期
と
い

う
、
能
楽
史
の
中
で
も
甚
だ
特
異
な
時
代
状
況
を
如
実
に
映
し
出
す
現
象
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注（
１
）
池
田
廣
司
氏
「
聟
入
狂
言
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
藝
能
史
研
究
』
９
、
昭
40
・
４
）
、
須
田
悦

生
氏
「
「
聟
入
り
物
」
の
狂
言
を
め
ぐ
っ
て
―
天
正
本
を
中
心
に
―
」
（
友
久
武
文
先
生
古
稀
記
念
論

文
集
刊
行
会
編
『
中
世
伝
承
文
学
と
そ
の
周
辺
』
渓
水
社
、
平
９
所
収
）
、
橋
本
朝
生
氏
「
聟
入
り
物

狂
言
の
諸
相
」
（
『
続
狂
言
の
形
成
と
展
開
』
瑞
木
書
房
、
平
24
所
収
）
。

（
２
）
池
田
廣
司
氏
「
聟
入
狂
言
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
藝
能
史
研
究
』
９
、
昭
40
・
４
）
は
、
こ
の

問
題
を
取
り
上
げ
、
「
狂
言
で
、
聟
が
妻
の
実
家
の
人
と
は
面
識
が
な
く
、
あ
る
場
合
に
は
妻
の
実

家
へ
の
道
さ
え
知
ら
な
い
と
い
う
の
も
、
あ
り
得
べ
き
こ
と
」
と
し
て
、
民
俗
的
事
例
を
も
紹
介
さ
れ
、

「
樽
聟
」
「
舟
渡
聟
」
な
ど
の
「
悲
喜
劇
は
、
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
の
発
想
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
な

い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
大
蔵
流
茂
山
千
五
郎
家
で
は
、
こ
の
「
吟
三
郎
聟
」
の
曲
名
で
、
伊
藤
源
之
丞
本
に
基
づ
き
、
本

曲
を
復
曲
し
て
い
る
。
平
成
十
二
年
四
月
に
「
厳
島
神
社
奉
納
狂
言
会
」
で
試
演
さ
れ
た
後
、
平
成

二
十
六
年
四
月
十
九
日
の
同
会
で
再
演
。
さ
ら
に
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日
の
「
国
立
能
楽
堂
二

月
特
別
公
演
」
で
も
、
茂
山
千
三
郎
氏
の
シ
テ
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
永
井
猛
氏
「
新
出　

鷺
流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』
の
離
れ
に
つ
い
て
」
（
『
能
楽
研
究
』
44
、
令

２
・
３
）
。

（
５
）
宝
暦
名
女
川
本
「
遠
雑
類
」
本
文
の
翻
刻
は
、
永
井
猛
・
稲
田
秀
雄
・
伊
海
孝
充
「
鷺
流
狂
言
『
宝
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暦
名
女
川
本
』
「
盗
類
雑
」
「
遠
雑
類
」
翻
刻
」
（
『
能
楽
研
究
』
44
、
令
２
・
３
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
６
）
宝
永
七
年
に
、
江
山
源
兵
衛
（
助
）
が
毛
利
吉
元
に
召
し
出
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
鷺
伝
右
衛
門
の

弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
譜
録
』
（
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
蔵
）
に
見
え
る
。
宮
本
圭
造
氏
編

『
能
楽
資
料
叢
書
６　

近
世
諸
藩 

能
役
者
由
緒
書
集
成
（
中
）
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
令
３
）
参

照
。

（
７
）
江
山
家
の
「
差
出
祖
父
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
長
州
藩
鷺
流
に
お
け
る
「
改
作
」
の
問
題
―
江
山

本
「
差
出
祖
父
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
国
文
学
（
関
西
大
学
）
』
101
、
平
29
・
３
）
に
お
い
て
考
察

し
た
。

（
８
）
宝
暦
名
女
川
本
（
檜
本
）
「
止
動
方
角
」
に
も
、
こ
こ
と
同
様
の
せ
り
ふ
が
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

特
に
傍
線
部
は
「
無
縁
聟
」
と
近
似
す
る
。
「
シ
テ
「
・
・
・
い
や
人
と
申
者
は
早
う
お
ご
り
の
付
ま

す
る
物
で
御
座
る
は
、
か
様
の
け
つ
こ
う
な
御
馬
に
乗
ま
し
て
御
座
れ
ば
、
〔
私
の
者
（
に
）
致
し

て
〕
人
を
少
よ
ふ
で
見
た
ひ
心
が
出
ま
し
て
御
座
る　
ア
ト
「
何
と
云
ぞ
、
某
を
太
郎
官
者
に
し
て
よ

ふ
で
見
た
ひ
と
云
事
か
、
シ
テ
「
何
が
も
つ
た
ひ
至
極
も
な
ひ
、
左
様
の
事
は
存
ま
せ
ぬ
、
ア
ト
「
そ
う

は
思
ひ
も
せ
ま
ひ
が
、
慰
な
が
ら
ち
と
よ
う
で
見
よ
（
下
略
）
」
。

（
９
）
橋
本
朝
生
氏
は
、
注
（
１
）
に
掲
げ
た
論
考
に
お
い
て
、
「
無
縁
」
の
語
を
「
極
め
て
中
世
的
な
言

葉
」
と
指
摘
し
、
和
泉
流
で
は
江
戸
中
期
以
降
曲
名
も
「
樽
聟
」
と
し
、
「
無
縁
」
の
語
も
言
わ
な
く

な
る
が
、
「
こ
の
語
の
持
つ
重
要
性
が
見
失
わ
れ
た
た
め
」
だ
と
す
る
。
た
だ
し
、
「
無
縁
」
の
語
が

失
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
言
葉
が
、
享
保
保
教
本
「
吟
三
郎
」
注
記
に
言
う
よ
う
に
、
祝
儀
の
場
に
ふ
さ

わ
し
く
な
く
、
聟
入
り
物
に
期
待
さ
れ
る
祝
言
性
と
は
相
容
れ
な
い
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

（
10
）
注
（
７
）
の
拙
稿
参
照
。

（
11
）
宝
暦
名
女
川
本
「
遠
雑
類
」
所
収
曲
の
系
統
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
十
月
八
日
の
藝

能
研
究
会
例
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
）
で
の
口
頭
発
表
「
新
出
・
宝
暦
名
女
川
本
に
見
る
鷺
流

稀
曲
の
伝
承
」
で
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
。

（
12
）
永
井
猛
氏
「
鷺
流
「
宝
暦
名
女
川
本
」
に
つ
い
て
」
（
『
狂
言
変
遷
考
』
三
弥
井
書
店
、
平
14
）
。

（
13
）
表
章
氏
・
天
野
文
雄
氏
『
岩
波
講
座
能
・
狂
言
Ⅰ　

能
楽
の
歴
史
』
「
一　

能
楽
史
概
説
」
（
岩
波

書
店
、
昭
62
）
。

（
14
）
こ
の
時
期
の
、
特
に
能
の
稀
曲
上
演
状
況
に
つ
い
て
は
、
注
（
13
）
の
概
説
参
照
。

（
15
）
池
田
晃
一
氏
「
将
軍
家
宣
期
の
狂
言
―
稀
曲
・
珍
曲
の
復
活
を
計
る
―
」
（
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
昭

54
・
１
）
に
よ
る
。
な
お
『
御
城
御
内
証　

御
能
御
囃
子
組
』
は
筆
者
未
見
。
「
無
縁
聟
」
の
演
者
や

上
演
の
場
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
16
）
田
口
和
夫
氏
「
「
鷺
流
狂
言
伝
書
享
保
保
教
本
」
解
題
」
（
『
能
・
狂
言
研
究
―
中
世
文
芸
論
考

―
』
三
弥
井
書
店
、
平
９
所
収
）
に
よ
る
と
、
享
保
保
教
本
の
主
た
る
筆
者
（
本
文
の
書
写
者
）
は
、

保
教
と
は
別
人
で
あ
る
ら
し
い
。
た
だ
し
享
保
保
教
本
自
体
が
鷺
保
教
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。

（
17
）
拙
稿
「
新
出
・
宝
暦
名
女
川
本
（
能
研
本
）
か
ら
見
え
る
こ
と
―
山
口
鷺
流
狂
言
と
の
関
連
―
」

（
『
い
ず
み
通
信
』
令
２
・
９
）
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
二
〇
二
一
年
度
共
同
研

究
「
新
出
・
宝
暦
名
女
川
本
（
能
研
本
）
の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
：
永
井
猛
、
稲
田
秀
雄
、
伊

海
孝
充
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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宝暦名女川本「無縁聟」と江山本「銀三郎」

On the Kyōgen play "Muen-muko" based on the Hōreki Namekawa 
script and "Ginzaburō" based on the Eyama script

INADA Hideo

1）"Muen-muko" and "Ginzaburō" are two different names for the same kyōgen. The Hōreki Namekawa version of 
the Kyōgen "Muen-muko" is more unique than the other scripts, but it rather diminishes the characteristics of this 
Kyōgen. This is probably due to the fact that it was created based only on what he had seen and heard of the central 
flavor of this Kyōgen.  2）The Eyama version of the Kyogen "Ginzaburō" is close to the other scripts, yet has some 
old-fashioned elements.  3）The Hōreki Namekawa version of "Muen-muko" was presumably created under the 
influence of the Genroku, Hōei and Shōtoku periods, when rare Noh and Kyōgen performances were popular.


